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新型コロナウィルス感染症・年齢階層別感染の割合
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感染症発生動向調査及び積極的疫学調査により報告された新型コロナウイルス感染症確定症例287例の記述疫学（2020年3月9日現在）
国立感染症研究所より



発熱188例/287例（66％）

咳180例/287例（63％）

肺炎121例/194例（62％）

全身倦怠感79例/195例（41％）

感染症発生動向調査及び積極的疫学調査により報告された新型コロナウイルス感染症確定症例287例の記述疫学（2020年3月9日現在）
国立感染症研究所より

性別 例数

男性 159

女性 128症状の割合

新型コロナウィルス感染症・性別感染の割合・症状別の割合

症状
発熱・セキ・だるさ



利用者受診
医療機関

利用者の状
況把握

検温の依頼

新型コロナウィルス感染症における利用者支援
事前の準備

在宅診療の医療機関
訪問看護ステーション
入院医療機関

感染リスクの判定 利用の介護サービス事業所
同居者



治療

感染拡大防止

新型コロナウィルス感染症
利用者に感染の疑い（感染）が発生

行うことは
２つ

在宅診療の医療機関
訪問看護ステーション
入院の医療機関
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受診の目安
発熱（３７．５度以上）がある
だるさがある・息苦しさがある
いずれかがあるとき

帰国者・感染者相談センター

相談・受信

「新型コロナウィルス感染症についての相談・受信の目安について」
厚生労働省新型コロナウィルス感染症対策推進本部・事務連絡令和２年３月２２日



帰国者・感染者相談センター

相談・受信

「新型コロナウィルス感染症についての相談・受信の目安について」
厚生労働省新型コロナウィルス感染症対策推進本部・事務連絡令和２年３月２２日

高齢者受診の目安
発熱（３７．５度以上）がある
だるさがある・息苦しさがある
いずれかがあるとき
重症化しやすい高齢者では
２日程度続いていなくとも
相談の状況により柔軟な対応



ディサービスなどで感染が疑われる利用者が発生した場合

ディサービスなどは情報共有、報告を管理者、利用者の主治医、
居宅介護支援事業所に行う

報告を受けた居宅介護支援事業所は保健所と相談し生活に必要
なサービスを確保する
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治療（入院・自宅）
消毒・手洗い
栄養・水分
感染拡大防止

受診支援
入院支援
日常生活
（衛生材・医薬品・食物）
確保のサービスを整備
サービス利用の再検討

「社会福祉施設等（通所・短期入所等）において新型コロナウィルス感染が疑われる者が発生した場合の対応について」
事務連絡令和２年３月６日・令和２年３月１９日発出介護保険最新情報Vol.791所蔵

アセスメントに基づき



情報収集・確認

感染拡大防止

新型コロナウィルス感染症
事業者職員に感染の疑い（感染）が発生

行うことは
２つ 感染対策の確認

濃厚接触可能者の特定
感染した者が介護していた利用者の特定

事業所

利用者 （告知）・症状観察

利用者 濃厚接触可能者の特定

濃厚接触可能者の特定自事業所



情報収集・共有

感染拡大防止

新型コロナウィルス感染症
自事業者職員に感染の疑い（感染）が発生

行うことは
２つ

対象者の勤務停止・出勤停止
保健所・保険者に報告
検査の実施・治療
濃厚接触可能者の特定

感染の
疑い

利用者
告知・症状観察
濃厚接触可能者の特定

告知
濃厚接触可能者の特定

他事業所



業務・出
勤停止

検査治療
事業継
承・資金

自事業者職員に感染の疑い（感染）
発生時の経営上の対応

有給
業務命令

報告 ２週間の隔離 雇用継続
休業補償
資金調達・融資


